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事務局

日本建設機械施工協会

読者の皆さんお元気でしょうか。今
これを 10 月終わりころ書いています
が，だんだん寒気が増していくこのご
ろです。
今回の 1月号は，盛り沢山な内容に

なった気がします。目玉は，建山先生
と油田先生のインタビューではないで
しょうか。新年号なので，今後の建機
について，明るく夢のある話題が載せ
られないかということで企画されまし
た。両先生には，ホットな話題を提供
していただきありがとうございました。
できるだけ，建設機械関連の最新の
話題を幅広く集めたいと思いました
が，新聞，各種展示会，新機種紹介記
事などの情報，編集委員のご協力によ
り何とかなったようです。いくつも紹
介していただいた方には，感謝します。
ここ数年の日本の建設機械の現状の一
端を紹介できればと思っています。
行政情報には，経済産業省より寄稿
いただきました。省エネ型建機の導入
促進に関する情報です。
報文も今回は，16 編ほどあり，通常
より多くなっています。報文の内容は，
新しい高度な土木技術，新製品，情報
化施工，ロボット化，機械の開発，部
品管理，安全システムなどに関連する
ものです。平成 23 年から平成 26 年 3
月ころまでの情報ですので，まだ新し
いのではないでしょうか。何かお役に
立てれば幸いです。
交流の広場は，㈱アイザック様の原
稿だけの予定でしたが，ちょうど南極
点到達雪上車が 2014 年度機械遺産に認
定されたというニュースがありました
ので，追加し，通常 1本のところが 2

本になりました。自画自賛ですが，機
械遺産の話は，新年号にふさわしい気
もします。除雪ロボットもユニークなも
のです。ロボットは，いろんな企業が
手がけており，ロボカップなども開催さ
れて，非常に幅広い裾野を持っている
ようです。ベンチャー企業の活躍の場
でもあります。日本の底力を感じまし
た。新しい芽が出てきているようです。
随想は，常田様に平成 26 年 7 月号

に執筆していただきましたが，再度の
依頼に快くお引き受けいただきありが
とうございました
総じてハイブリッド建機，情報化施

工，ロボットなどが，これからの大き
な流れになるのかなと感じました。
究極的には，無人の建機が稼動する

世界が来るような気もします。現場に
は，人間は居なくて，粛々と作業が進
められる。そうすると，建機に求めら
れる機能も変化していくでしょう。オ
ペレータでなく，周辺の住民や環境へ
の配慮のみが必要となる。どういう方
向に発展していくのか，わかりません。
分野，機種，作業の単純性などによっ
て歩みは，異なっていくのは想像でき
ます。格段に制御関係の技術が進歩し
ないと実現は難しいということでしょ
うか。油田先生が言われるようにロ
ボットの作業環境からの歩みよりも大
きなポイントです。必要な技術が熟し
てきたときに，自然とそういった方向
に何か組織的な動きが加わって，大き
な方向転換が起こるのかもしれませ
ん。雑駁，勝手な想像で申し訳ありま
せん。
今回執筆いただいた方々，仲介の労

をとっていただいた各社広報関係の
方々に厚く御礼申し上げます。
… （江本・石倉）

2 月号「エネルギー・エネルギー施設特集」予告

・小水力発電の普及への取組
・下水熱利用　活用に動き出す都市の埋蔵熱源
・遊休地を利用したメガソーラ
・波力発電に関する技術報告
・水中浮体方式の海流発電システム
・神鋼・東芝，南あわじバイナリー発電　実験設備が試験運転
・温泉バイナリー発電の試み
・省エネからゼロエネへ　ZEB実証棟の建設
・建設機械へのバイオディーゼル燃料の普及に関する研究
・管路内設置型熱回収技術を用いた下水熱利用
・国内初の下水道管からの熱利用
・日本最大級の櫓設備を使用した大深度立坑の施工
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